
 

 

 

 

 

 

 

部員（宮西良輔・山根雅裕・藤原桃香） 

                   
≪教科実践のポイント≫ 

見方・考え方をはたらかせ、深い学びを実現

するために探究の過程を意識した授業づくり

を中心に研究・実践を進めた。 

 

１．探究の過程を意識した授業づくり 

①課題の把握（発見） 
Ⅰ．自然事象に対する気付き・課題の設定 
「死海よりも濃い食塩水は作ることができるのだ

ろうか」「廣瀬先生の声と田村先生の声が異なっ

て聞こえるのはどうしてだろうか」など具体的な

日常生活の事象や学校の先生を単元ゴールに使う

ことで主体的に自然事象と関わり、必要な情報を

抽出・整理し関係性（共通点や相違点）、傾向を

見いだせるような単元ゴールを意識した。「死海

よりも濃い食塩水を作ることができるだろうか」

では、実際に色々な濃度の食塩水を作り、死海の

ように物を浮かすことができるのか意欲的に実験

に取り組む生徒の様子が見られた。「廣瀬先生の

声と田村先生の声が異なって聞こえるのはどうし

てだろうか」では、実際に廣瀬先生の声を録音し、

オシロスコープで分析することで身近な現象に関

心を持ち、科学的に探究する生徒の姿が見られた。 

  県版学力調査の結果では、必然性のもとで実験

に取り組む問題は正答率 88.1％（全国比＋12.4）、

関係性（共通点や相違点）を見いだす問題では正

答率 76.4％（全国比＋20.6）と成果が見られた。

しかし、日常生活の事象と学習内容との関連付け

の問題では正答率 27.8％（全国比－28.9）と課題

が見られた。 

 ②課題の探究（追求） 

～全校研での取り組み～ 

Ⅰ.仮説の設定 
 ２種類の回路における豆電球の明るさの違いに

疑問を持ち、前事の既習事項である電流の大きさ

と関連付けて仮説を設定した。また、その際に

「豆電球の明るさが電流の大きさと関係している」

という量的・関係的な理科の見方を意識するよう

な仮説の設定を意識した。 

Ⅱ.検証計画の立案 
 「仮説を検証するために、各点に流れる電流の

大きさを測定する実験計画を立案する」という資

質・能力を培う目的で、電流を測定する位置を個

人で実験構想した。その後、似た実験構想をして

いる生徒同士をグルーピングし、ジャムボードを

用いてモデル化した。同様の考えを持つ生徒同士

をグルーピングすることで、自分の考えを他者に

共有する際、学力の高い生徒の考えに意見が流さ

れないようにすることが狙いである。下の図は生

徒が作成したモデルである。 
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Ⅲ.観察・実験の実施 
 １グループ４人以下の６グループを編成し、４

つの役割を設定することで、どの生徒も実験に携

われるように実施した。 
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Ⅳ.結果の処理 
 実験結果を処理する際には、googleのスプレッ

ドシートを活用した。クラス全体の結果を表にま

とめることで、様々なデータと比較したり関係づ

けたりする理科の考え方を養い、規則性や関係性

を見いだすことで課題解決への手立てになること

を目的とした。 

 

 
 しかし本時では、表のみから規則性や関係性

を他のグループと比較することが困難であった。

グループごとに計画した実験構想のモデル図に、

数値を記入するほうが視覚的に分かりやすかった

と考えられる。 

③ICT の活用（課題の解決） 
 理科の見方・考え方をはたらかせ、深い学びを

実現するための ICT の活用について教科会で取り

組んだ。資質・能力を育むために理科で重視する

「探究の過程」を通じた学習活動の中では、課題

の解決の過程で考察・推論を行い、考えを表現・

伝達する手段として Jamboardを活用した。 

 
 Jamboardを用いた利点としては、生徒一人ひと

りが観察や実験の結果に基づいて自分の考えを主

体的にまとめることができたり、グループや全体

でその考えを共有・検討することができた。 

  
実際の実験結果を添付して、考えを表現する取

り組み 

 
モデルを活用して考えを表現する取り組み（モ

デルを自由に動かすことができる） 

 
必然性のある課題（学んだことを日常生活に活

用する力） 

 

※教科会でも Classroom を開設し、授業づくりの

ための情報交換、意見交換に活用した。 

 

２．来年度に向けて 

（課題や今後の取り組み） 
 今年度の県版学力調査の結果から、日常生活と

の関連付けに弱さが見られた。今年度は、身近な

現象から探究の課題を設定したが、その際に、狭

い視点の問題解決になっていた可能性があり、今

後は日常生活との関連を学習指導要領や教科書を

参考にして教科会で単元構想を行っていきたい。 

また、学力調査の分析をもとにした課題解決や指

導と評価の一体化を図れる授業づくりを行うため

に、評価問題や単元ゴールを授業構想の前に教科

会で十分に話し合い、つけたい力から逆算して授

業構想を行えるようにしていきたい。 

教科主任会の内容と連携をしながら、１ヶ月の

４回の教科会を１サイクルと考えて、ひと月ごと

の重点課題を設定し、焦点化された授業づくりを

行っていきたい。また、週の教科会では時間が足

りない内容（授業の意見交換・情報交換や教材研

究）については、教科会の Classroom を活用しな

がら日々の授業実践の交流や若年教員の育成を図

りたい。 

帯タイムの時間や単元の終了時にデジタルドリ

ルの確認テストを行い、全体や個々の理解度の把

握や個別最適化された学びへの充実につなげてい

きたい。また、その分析内容を授業づくりにもフ

ィードバックできる取り組みも行っていきたい。 


